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仙台市長記者会見
（2023年1月20日）

「4病院再編について」
https://youtu.be/8b9q2XYdc1Q?t=2544

◆ Q／ 4病院についてなのですけれども、知事が先日の会見の中で、進ちょく状況というか進み具
合どうですかという質問に対して、今五合目か六合目かを行ったり来たりという認識を示されました。
市長としては、その知事の受け止め、どのようにお考えになるかお聞きします。

■ 郡市長／ 本市といたしましても、これまで県に対して課題と考えることについてお示しをした
上で、説明ですとか情報開示、繰り返し求めてまいりました。まだ十分にそれにお答えいただけてい
ないところです。五合目、六合目というふうなお話、行ったり来たりしているというような趣旨でお
話をされたと承知をしております。まだこの先、安全なルートを選んで登ることもできる段階かとも
思われますので、まずは市民の皆さん、それから県民の皆さん、医療関係者の方々に対する丁寧なご
説明を行っていただきたい。理解を得るよう努めた上で、結論を急がずに慎重に対応されることを求
めてまいりたいと思います。

◆ Q／ 先ほど知事ともいろいろと意見交換されているというふうにおっしゃっていましたけれど
も、これまでも市として診療科目ですとか、どのようなビジョンというかどのような病院を造ってい
くのかということで再三ボールは投げているかと思うのですけれども、その点に関しての知事とのや
り取りというのはされてはいるのでしょうか。

■ 郡市長／ なかなかこの4病院に関しては難しいところだというふうに思っています。何度か私
の方からもお話をさせていただいておりますけれども、そういうご対応でいらっしゃいます。やはり
目的地までのルートというのをしっかりと安全を確認しながら登っていくのが通常の登山だというふ
うに思いますので、五合目、六合目、行ったり来たりということは、まだそこに至るところでいろい
ろな課題というのでしょうか、こういうものがあるということなのだろうと思います。であるならば、
その点についてしっかりとまた再考するということもあろうかと思いますし、丁寧にとにかく説明を
していただきたいというふうに思います。
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＜参考＞

宮城県知事記者会見
（2023年1月4日）

「県内4病院の再編について」
https://youtu.be/8RAOl9DGyUQ?t=1148

● Q／ いろいろ挙げていただいたところで、4病院の話について、先般の議会の中で議員からの質
問にもあったと思うが、残るところ3か月を切っている状況の中で基本合意までいくという、その議
論の中で、今、どれぐらいの進ちょくの状況にあるのかということについて、その一端だけでもお聞
きできればと思う。

■ 村井知事／ 今の段階、まだ5合目と6合目を行ったり来たりぐらいでしょうかね。当然、4病院
ともコンサルも入れていろいろ慎重に検討されていて、統合する、あるいは合築することによるメリ
ット・デメリットというものを慎重に判断しているところです。うまくいくときは一気にいくと思い
ますし、うまくいかない場合もあるかもしれませんけれども、粘り強く交渉させていただいておりま
す。

● Q／ 4病院のことでお聞きしたい。先月の議会の中で、知事の答弁の中で、今ある精神医療セン
ターの患者さんたちのケアをどうするかという質問があった中で、知事は、日赤なり現病院、南側の
病院の関係者とも話し合っていきたいというような趣旨の答弁をされて、そのとき議会でも、この答
弁はどういう意味なんだとちょっとざわつきがあった。改めて、南側の病院で名取に移転する病院で
何らかのケアを考えているのか、その辺の真意を教えてほしい。

■ 村井知事／ 正直に申し上げると、そんな深い意味はございませんでした。いろいろな病院、こ
の4病院の再編だけで全て物事が収まるわけではなくて、いろいろなことを考えていく中で、精神医
療センターが富谷に移ることについてどうすればいいのかということを考えますという意味で言った
んですけれども、そこで日赤とがんセンターのことにちょっと絡ませてしまったのでちょっと誤解を
受けてしまいました。当然、日赤とがんセンターとの中で話し合うこともあるでしょうし、それ以外
の場合も当然考えていかなければならないということで、言いたかった趣旨は、患者をしっかりケア
をしていけるような体制は構築していかなければならないというような意味で申し上げました。

● Q／ 確認だが、名取に新しく造る病院に何らかの、精神科とか、精神医療センターの分院みた
いなものかもしれないが、何か精神科機能を持たせるというような意味ではなかったということか。

■ 村井知事／ 当然、ですからあらゆる可能性がありますので、そういう可能性もあると思います
し、話し合っていく中でそれは難しいということになるかもしれませんし、また、精神医療センター
のサテライト機能みたいなものを持っていくかもしれない、どういうふうになるか、まだ全然分から
ないです。そういう話を当然幅広くしていかなければならないということです。あるいは、今いる患
者さんを、通院するときには富谷のほうに行っていただけるような、そういう移動手段を考えるとい
うのも一つの方法かもしれませんし、いろいろな幅広の選択肢の中で考えたいという意味で言いまし
た。それほど深い意味はございません。幅広に考えていきたいということです。

● Q／ 何か具体的な構想があるというわけではないということか。

■ 村井知事／ はい、そうです。幅広でいろいろ議論をさせていただいているということです。で
すから、まだ今のところ、何らかのところで方針が固まってきたということでは決してないというこ
とです。





⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus
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